
事例  中学校国語科                     東濃地区（Ｋ中学校） 
１ 単元について 
対 象 学 年 中学校 第３学年 

学習指導要領 第２学年及び第３学年の内容 Ｂ書くこと（１）イ、エ 
              言語事項（１）ウ、オ 

単  元  名 「情報社会への提言 
～説得力のある意見文を書こう～」（全８時間） 

単 元 目 標 

○自らの意見や考えをいろいろな相手に分かりやすく伝えるために、仲間のよさを

見付けたり取り入れたりしながら内容や表現の仕方などを工夫して意見文を書

こうとすることができる。          （国語への関心・意欲・態度） 

○伝える相手や目的を意識して、自分の意見や考えを明確にして意見文を書くこと

ができる。                         （書く能力） 
○自分の意見や考えを裏付ける具体的な事実を広い範囲から収集し、確かさや妥当

性を視点にして吟味し、より説得力のある意見文にすることができる。 
（書く能力） 

○自らの意見や考えが効果的に伝わるように語句を意図的に使い分けたり、文の成

分の順序や照応に気を付けたりすることができる。 
                （言語についての知識・理解・技能） 

配 慮 事 項 

基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫 
○個の学習状況に応じた多様な指導方法の工夫 
 ・選材、記述それぞれの段階で個の学習状況を学習プリント等によって把握し、

個に応じた指導・援助を行う。 
 ・指導事項を端的に示唆する例文を準備するとともに、例文の問題点について考

える時間を十分に確保する。 
○一人一人のよさや進歩の状況の評価結果を学習活動に生かす指導の工夫 
 ・選材、記述それぞれの段階で個の学習状況を学習プリント等によって把握し交

流する中で、そのよさや進歩の状況を具体的に価値付け、広める。 
 ・考えの交流や相互評価を意図的に位置付け、自分のよさや進歩、課題を明確に

とらえることができるようにする。 
 
【言語活動】 意見文を書くこと 
【言語意識】 
（相手） 同じ中学校の生徒、地域の人や保護者、広く社会一般の人、メディアに

関わる会社の人等に 
（目的） 自分の意見に納得してもらい、情報に関わるよりよい生活を送るために 
（場面・状況） 校内掲示板、学校報、新聞の投書、会社への手紙で 
（方法） 意見文の形式で 
（評価） 納得することができたかどうか相互に交流することで 
     選択した相手に感想や評価を書いてもらうことで 

参 考 資 料 

資料１：第１時の学習プリント…単元の導入及び学習内容と目的をつかむために使用 
資料２：第２・３時の学習プリント…情報社会の問題に対する意見をもつために使用 
資料３：第４時の学習プリント…根拠となる事実や事柄を考えるために使用 
資料４：第５時の学習プリント…説得力のある根拠の条件を理解するために使用 
資料５：第６時の学習プリント…説得力のある叙述の仕方を理解するために使用 
資料６：第６～８時の学習プリント…構成メモや意見文を書き、評価し合うために使用 
資料７：第８時の学習プリント…単元の振り返り及び相手からの感想・評価用紙として 

使用 
資料８：第８時の学習プリント…清書用紙として使用 
資料９：単元テスト（期末テスト） 



２ 単元の評価規準 
 ア 国語への 

関心・意欲・態度 ウ 書く能力 オ 言語についての知識・理解・技能 

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準 

・広い範囲から必要

な材料を集め、立

場や伝えたい事柄

を明確にし、相手

に効果的に伝わる

ように表現を工夫

するとともに、書

くことにより自ら

の生活を振り返っ

て生活を豊かにし

ようとしている。 

・広い範囲から課題を見付けている。 
・必要な材料を集め、それを基に自

分のものの見方や考え方を深めて

いる。 
・課題に対する自分の立場、伝えた

い事実や事柄を明確にしている。 
・文章の形態に応じて、書き出しや

中心部分の展開など適切な構成を

工夫している。 
・自分の意見の基となる根拠を明ら

かにしている。 
・文章の内容が相手に効果的に伝わ

るように論理の展開を工夫してい

る。 
・自分の書いた文章を読み返し、文

や文章を整えて、説得力のある文

章を書いている。 
・互いの文章を読み合い、論理の展

開の仕方や材料の活用の仕方など

様々な観点から相互に検討し、自

分の表現に役立てている。 

・慣用句、類義語と対義語、同音異

義語や多義的な意味を表す語句の

意味や用法に注意して書き、抽象

的な概念などを表す多様な語句に

ついての理解を深め、語感を磨き

語彙を豊かにしている。 
・相手や目的に応じて文章の形態や

展開に違いがあることに気付いた

り、文の成分の順序や照応、組み

立てなどを考えたりして書いてい

る。 
・単語の活用について理解し、助詞

や助動詞などの働きに注意して書

いている。 
・共通語と方言の果たす役割などに

ついて理解して書くとともに、敬

語についての理解を深め生活の中

で適切に使っている。 

単
元
の
評
価
規
準 

・自らの意見や考え

をいろいろな相手

に分かりやすく伝

えるために、仲間

のよさを見付けた

り取り入れたりし

ながら内容や表現

の仕方などを工夫

して意見文を書こ

うとしている。 

・伝える相手や目的を意識して、自

分の意見や考えを明確にして意見

文を書いている。 
・自分の意見や考えを裏付ける具体

的な事実を広い範囲から収集し、

確かさや妥当性を視点にして吟味

し、より説得力のある意見文にし

ている。 
 

・自らの意見や考えが効果的に伝わ

るように、語句を意図的に使い分

けたり、文の成分の順序や照応に

気を付けたりして、書いたり推敲

したりしている。 

単
位
時
間
に
お
け
る
具
体
の
評
価
規
準 

①説得力のある意見

文にする方法を身

に付けて意見文を

書き、いろいろな

相手に分かりやす

く伝えるという学

習に目的をもち、

意欲的に取り組も

うとしている。 
②意見文を読み合

い、仲間のよさを

見付けたり取り入

れたりして、自分

の意見文に生かそ

うとしている。 
 

①解決の方向性を示す意見や、読み

手を引き付けて強く言い切る意見

がよいことを理解して、問題点に

対する意見をもっている。 
②説得力のある意見文にするために

は、逆の立場の意見を想定した、

インパクトのある事実に基づいた

根拠が必要であることを理解し、

具体的な事実を挙げて根拠を考え

ている。 
③確かで客観性・妥当性のある根拠

にすることで説得力をもたせられ

ることを理解して、自分の意見の

根拠とした事実や事柄を見直して

いる。 

①文末表現や接続語を工夫して意見

と根拠を明確に示すことや、相手

に効果的に伝わる語句を使い分け

ることで、分かりやすく説得力の

ある意見文になることを理解し

て、意見文を書いたり推敲したり

している。 
②文の成分の順序や照応に注意し

て、書いたり推敲したりしている。 
 



３ 指導と評価の計画〈全８時間〉 
時 ねらい 学習活動 評価規準 評価方法 指導・援助 

１ 

○情報社会のも

つ問題点に興

味・関心をも 

つとともに、 

説得力のある

意見文を書き、

いろいろな相

手に分かりや

すく伝えると

いう学習に目

的と意欲をも

つことができ

る。 

○情報社会についての意見文（例文１）

を読み、その意見についてどう思う

か、納得できるかどうか、それはなぜ

かを学習プリントに書く。 

○考えたことを交流し、例文の説得力の

弱さに気付いて、説得力のある意見文

を書こうという意欲をもつ。 

 

 

 

 

 

 

○

 

○

 

 

＜ア－①＞ 

○説得力のある

意見文にする

方法を身に付

けて意見文を

書き、いろい 

ろな相手に分

かりやすく伝

えるという学

○観察・発言・ 

 学習プリント 

〈例文の説得力

の弱さに気付

いて学習プリ

ントに書いた

り発言したり

しているか、 

また、これま 

でに書いた意

見文を振り返

 

○第５時で学習する

「説得力のある根

拠にする条件」に関

わる問題点を含ん

だ例文を提示する。 

○納得できない理由

を考え交流させて、

根拠の内容に着目

して反論すること

の大切さ、ひいて

２
・
３ 

○問題の実態や

原因を基にし

て解決の方向

性を示す意見

にすることを

理解し、情報

社会の問題に

対する意見を

もって、それ

を伝える相手

とその方法を

決めることが

できる。 

 

 

 

 

 

○

 

○

 

 

○

 

○

４ 

○説得力のある

意見文にする

ためには、逆

の立場を想定

した、インパ

クトのある事

実に基づいた

根拠が必要な

ことを理解

し、根拠とな

る事実や事柄

を考えること

ができる。 

○

 

 

 

 

 

○

 

○

情報社会の問題について、説得力のあ

る分かりやすい意見文を書いて、いろ
学習プリントを見ながら、「情報社会

の問題について、説得力のある（相手

を納得させられる）意見文を書き、い

ろいろな相手に分かりやすく伝える」

という単元の目的と学習内容を知る。 

単元の学習に対する思いを書く。 

習に目的をも

ち、意欲的に 

取り組もうと

している。 

 

ったり、情報 

社会への思い

を書いたりし

て単元の学習

への意欲を学

習プリントに

書いているか

を評価する。〉 

は、反論されない根

拠を書くことの大

切さに気付かせる。 

○これまでに自分が

書いた意見文に説

得力があったかど

うかを振り返って

書くように示唆す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

○問題点を見つける

観点を示す。 

も

いろな相手に伝えよう。 
情報社会の問題点に対する意見を
各自で意見文を書くためのメディア

とその問題点を決める。 

・情報社会を作っているメディアとそ

の問題点を各自が身近なところか

ら考え、交流する。 

決めた問題点について、その実態や原

因を考え自分の意見をもつ。 

・各自で実態や原因を考えて書き出

し、同じ問題点に着目した生徒同士

で交流する。 

・実態や原因を基に意見を決める。 

意見に応じて、学習プリントの例を参

考に、伝える相手と方法を決める。 

本時の学習を振り返る。 

 

 

 

＜ウ－①＞ 

○問題の実態や

原因を基にし

て解決の方向

性を示す意見

にすることを

理解して、情 

報社会の問題

に対する意見

をもっている。 

 

 

 

 

○観察・発言・ 

 学習プリント 

〈実態や原因の

分析を学習プ

リントに書き、

それを基に解

決の方向性を

示す提案とな

るように意見

をもてている

かを評価す

る。〉 

・送り手と受け手 

・身近な具体的事実 

○問題点を整理して

板書する。 

○意見は、 

・解決の方向性を示 

す提案とする 

・最も言いたいことを

簡潔に一文で書く 

・曖昧にならないよう

に言い切る 

・読み手を引き付ける 

ようにすることを

示す。 

○意見の内容に応じ

て相手と方法を決

めるようにさせる。 

例文２を読み比べ、その違いを考え

て、説得力のある意見文にするために

は、逆の立場の意見を想定した、イン

パクトのある事実に基づいた根拠が

必要であることをつかむ。 

 

＜ウ－②＞ 

○説得力のある

意見文にする

ためには、逆 

の立場の意見

を想定した、 

インパクトの

 

 

○観察・発言・ 

学習プリント 

〈選んだ問題点

の具体的な実

態や原因を考

えて、自分の 

○インパクトのある

事実に基づいた根

拠がはっきり示さ

れている例文とそ

うでない例文を示

し、比較させる。 

○４００字程度の意

見文では、二～三の

ち、伝える相手や方法を決めよう。 
説得力のある意見文にするために、事
前時に書き出した実態や原因を参考

にし、各自の意見の根拠となる事実や

事柄を書き出す。 

本時の学習を振り返る。 

ある事実に基

づいた根拠が

必要であるこ

とを理解し、 

具体的な事実

を挙げて根拠

を考えている。 

意見の根拠と

なるインパク

トのある事実

や事柄が学習

プリントに書

けているかを

評価する。〉 

根拠とそれを説明

するいくつかの事

実が必要なことを、

例文１を使って説

明する。 

○学習プリントを回

収し、各自の根拠と

する事実や事柄を

把握する。 

実に基づいた根拠を考えよう。 



５ 
 

本
時 

○根拠に説得力

をもたせるた

めには確かで

客観性・妥当 

性のある事実

や事柄を選ぶ

必要があるこ

とを理解し、 

確かさと妥当

性の２観点か

ら自分の意見

の根拠とした

事実や事柄が

適切かどうか

を正しく判断

することがで

きる。 

○前時に挙げた根拠に説得力があるか

どうか考える。 

 

 

 

 

○例文３・４・５を順に読み、根拠に対

する反論を考えて交流することで、説

得力のある根拠の条件を見つける。 
 ・例文３→想像や予想でなく事実に基

づいた確かなものにする。 
・例文４→多くの場合にあてはまる典

型的なものにする 
・例文５→意見としっかり結びついて

いるものにする 
○前時に書いた根拠となる事実や事柄

を「確かさ」と「妥当性」の観点から

適切かどうか判断する。 
 ①各自で自己評価を記入する。 
 ②二人の相手と相互に判断し合い、判

断が食い違ったものについては説

明し合う。 
 ③判断できないものがあれば出し合

って、学級全体で考える。 
○学習プリントに本時の学習の振り返

りを記入し、発表する。 

 

 

 

 

 

＜ウ－③＞ 

○「確かさ」と 
「妥当性」の 
観点から、自 
分や仲間が意

見の根拠とし

ている事実や

事柄を正しく

判断し、自己 
評価をしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

○観察・発言・ 
学習プリント 

〈例文の根拠の

問題点に気付

き挙手できて

いるか、また、

自分や仲間が

意見の根拠と

している事実

や事柄を相互

に説明し合い

ながら、正し 
く判断してい

るか評価す

る。〉 

 
○根拠とした事実や

事柄が、「確かでな

い」「客観的ではな

い」「妥当でない」

それぞれ３つの例

文を提示する。 
 
○前時に書いた学習

プリントの「判断」

の欄に、一つ一つを

丁寧に検討しなが

ら自己評価をする

こと、また、情報社

会の問題について

は客観的ではない

事実もやむを得な

いので、検討しなく

てもよいことを指

示する。 
○前時に挙げた根拠

となる事実や事柄

の内容を事前に把

握し、机間指導をす

る。 

６
・
７ 

○文末表現や接

続語を工夫し

て意見と根拠

を明確に示す

ことや、相手 

に効果的に伝

わる語句を使

い分けること

で、分かりや 

すく説得力の

ある意見文に

なることを理

解して、意見 

文を書くこと

ができる。 

 

 

 

○例文７を読み、その問題点を考えて、

文末表現や接続語を工夫することに

よって、意見と根拠を明確に示すこ

と、相手に応じた語句を使うことを理

解する。 

○提示された条件にしたがって、構成メ

モをつくる。 

【構成】 ・はじめ…情報社会の問題点

と意見 

     ・なか …根拠の説明 

     ・おわり…意見の強調 

【字数】 ・４００字程度 

○意見文を書く。 

○本時の学習を振り返る。 

 

＜オ－①＞ 

○文末表現や接

続語を工夫し

て意見と根拠

を明確に示す

ことや、相手 

に効果的に伝

わる語句を使

い分けること

で、分かりや 

すく説得力の

ある意見文に

なることを理

解して、意見 

文を書いてい

る。 

 

○観察・発言・ 

 学習プリント 

〈文末表現や

接続語、相手 

に効果的に伝

わる語句を適

切に使いなが

ら意見文を書

いているか評

価する。〉 

 

○文末表現が曖昧、根

拠であることが明

確に示されない、分

かりにくい難解な

語句が使われた例

文を提示する。 

○条件、構成メモ欄、

原稿用紙が一体と

なっている学習プ

リントを準備する。 

○書き出しでつまず

く生徒に、必要に応

じて援助する。 

○辞書を適宜使って

書くようにさせる。 

８ 

○意見文を相互

に読み合い、  

評価をしたり

問題点を指摘

し合ったりし

て、より説得 

力のある分か

りやすい意見

文を仕上げる

ことができる。 

 

 

 

○各自が書いた意見文を生活班で交流

し合い、評価及びアドバイスをする。 

【観点】 

 ・根拠とした事実や事柄は適切か。 

 ・文末表現や接続語、語句の使い方は

適切か。 

 ・文の成分の順序や照応は適切か。 

○指摘されたことをもとに自分の意見

文を見直し、清書する。 

 

○単元の学習を振り返る。 

・「学習意欲や姿勢」「説得力をもたせ

るための技能」「情報社会への思

い」について振り返る。 

＜オ－②＞ 

○根拠とした事

実や事柄、文 

末表現や接続

語・語句の使 

い方、文の成 

分の順序や照

応について見

直し、清書し 

ている。 

＜ア－②＞ 

○意見文を読み

合い、それぞれ

のよさを自分

の意見文に生

かそうとして

いる。 

○観察 

〈仲間の意見文

や評価、アド 

バイスを生か

して、自分の 

意見文を見直

して清書して

いるかを評価

する。〉 

 

○観察 

〈仲間のどのよ

うなよさを生

かそうとして

いるか観察す

る。〉 

 

○評価及びアドバイ

スの観点を提示す

る。 

○３つの観点につい

て４段階評価をし、

不適切なところを

指摘し、できればア

ドバイスすること

を指示する。 

○感想用紙を一人一

枚配布し、意見文を

読んだ人に感想や

評価を記入しても

らうことを確認す

る。 

意見文を見直して清書しよう。

説得力のある意見文を書こう。

説得力のある根拠の条件を見付けて、

自分の意見文の根拠を見直そう。 



４ 単位時間の授業展開例 
（１）本時のねらい 
・例文に対する反論を考えることを通して、根拠に説得力をもたせるためには確かで客観性・妥当

性のある事実や事柄を選ぶ必要があることを理解し、確かさと妥当性の２観点から自分が意見の

根拠としている事実や事柄が適切かどうかを正しく判断することができる。 
（２）本時の位置 

５／８時 
（３）展開案 
過程 学 習 活 動 形態 評価について 指導・援助 
導入 

 
 
 
 
 
 
展開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終末 

 

○前時に挙げた根拠とする事実や事柄は説得力

があるかどうか考える。 
・分からない  ・自信がない。 

 
 
 
 
 
○例文３・４・５を順に読み、根拠の内容に対す

る反論を考えて交流することで、説得力のある

根拠の条件を見つける。 
【例文３】 
・みんなが全く勉強していないかどうかは分か

らない。感じているだけである。 
 ・調べていないので正確ではない。 
 →根拠は、想像や予想でなく事実に基づいた確

かなものにすること。 
 
【例文４】 
・自分が一度見ただけで全部がそうだとはいえ

ない。たまたま分別していないものを見ただ

けかもしれない。 
・多くの人はそうでないかもしれない。 

 →根拠は多くの場合にあてはまる典型的な（客

観的な）ものにすること 
 
【例文５】 
・「少しずつ低下」では根拠としては弱い。 
・週五日制になって二年なので、学力テストの

結果は根拠にならない。 
 →根拠は意見としっかり結びついている（妥当

な）ものにすること 
 
 
○前時に書いた根拠となる事実や事柄を「確か

さ」「妥当性」の観点から適切かどうか判断し

て、自己評価を記入する。 
 ①例文３・４・５を参考にして見直す。 
 ②二人の相手と相互に判断し合い、判断が食い

違ったものについては説明し合う。 
 ③判断できないものがあれば、学級全体で出し

合って考える。 
 
 
 
○学習プリントに本時の学習の振り返りを記入

し、発表する。 

 
個人 

 
 
 
 
 
個人 

 
 

学級全体

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
個人 
小集団

 
学級全体

 
 

 
 
 
 
個人 
学級全体 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜ウ－③＞ 
○「確かさ」と「妥当 
性」の観点から、自 
分や仲間が意見の根

拠としている事実や

事柄が適切かどうか

を正しく判断し、自 
己評価をしている。 

・観察、 発言、 
学習プリント 
〈３つの例文の根拠

の問題点に気付き挙

手できているか、ま

た、自分や仲間が意 
見の根拠としている

事実や事柄が適切か

どうか、相互に説明 
し合いながら正しく

判断しているか評価

する。〉 

 
 
 
 
 
○根拠とした事実や事柄が、

「確かではない」「客観的

でない」「妥当でない」そ

れぞれ３つの例文を提示

する。 
○他の理由を挙げて反対の

意見を述べるのではなく、

例文に書かれた根拠の内

容に反論することを確認

する。 
○なかなか問題となるとこ

ろを見付けられない生徒

にはそれぞれの問題点を

改善した補助例文を示し、

比較して考えるようにさ

せ、必要に応じてその違い

を説明する。 
○例文３から順に発表させ

ながら、その根拠の不適切

な理由を確認し、学習プリ

ントに記入させる。 
 
 
○前時に書いた学習プリン

トの「判断」の欄に、一つ

一つの根拠を丁寧に検討

しながら自己評価をする

こと、また、情報社会の問

題については客観的では

ない事実もやむを得ない

ので、検討しなくてもよい

ことを指示する。 
○前時に挙げた根拠となる

事実や事柄の内容を事前

に把握し、机間指導をす

る。 
○説得力のある意見文にす

るために、不適切な点につ

いて指摘することが相手

のためであることを示唆

する。 
 

説得力のある根拠の条件を見付けて、 

自分の意見文の根拠を見直そう。 



５ 評価の実際と個に応じた指導事例 
（１）本時重点的に取り上げた評価規準 
 
 
 
 

＜ウ－③＞ 
○「確かさ」と「妥当性」の観点から自分や仲間が意見の根拠としている事実や事柄が適切かどうかを

正しく判断し、評価をしている。 

 
（２）個に応じた評価と指導の実際 
【評価方法】 観察・発言・学習プリント 
【判断した生徒の状況例と指導・援助】 
「確かさ」と「妥当性」の観点から、自分や仲間の挙げた一つ一つの根拠としている事実や事柄につ

いて、仲間と相談しながらも適切かどうかを判断している姿を「おおむね満足できる」状況と判断した。

また、判断できずに戸惑っている姿を「努力を要する」状況にあると判断した。この要因としては、 
ア「確かさ」…・「確かさ」とは「事実に基づいた内容である」ということが理解できていない。 

・思い込みや既成概念に邪魔され、書かれた根拠が想像や予想なのか、事実に基づい 
た確かなものなのかを判断できない。 

イ「妥当性」…・「妥当性」とは「主張の根拠としてふさわしい内容である」ということが理解できて

いない。 
・書かれた根拠が、主張の根拠としてふさわしいかどうかを判断できない。特に示され

た事実が自分に身近なものであったりインパクトの強いものであったりすると、よく

考えずに納得してしまう。 
が考えられる。 
 そこで、次のような指導・援助を行った。 
①例文３・４・５に対する反論を考える際に、なかなか問題となるところを見付けられない生徒にはそ

れぞれの問題点を改善した補助例文を示し、比較して考えるようにさせ、必要に応じてその違いを説

明した。これによって、例えば例文３で示された「最近のみんなは全く勉強をしていないように感じ

る」という根拠が本当にそうかどうかわからないために、根拠としては不十分であり説得力がないこ

とに気付くことができた。 
②自分や仲間が意見の根拠としている事実や事柄を検討する際に、判断ができずにいる生徒に対しては、

例文３・４・５を振り返るようにさせた。また、前時に書いた一人一人の根拠としている事実や事柄

を事前に把握し、それぞれ「確かさ」「妥当性」の２つの観点から検討しておいた。そのうえで、次

のような個に応じた指導・援助を行った。 
アについて判断できない生徒…書かれた根拠は、本当にそう言い切ってよいかどうか、それを裏付ける

確かな事実はあるかどうかを考えさせる。 
イについて判断できない生徒…意見と根拠とした事実や事柄がしっかりと結びついているかどうかを

考えさせる。 
Ｈ男は「テレビで人の悪口や人をばかにする内容を放送すべきではない」という意見に対し、その根

拠の一つとして挙げた「先輩にボロクソに言われた若手芸人がやる気をなくしてしまうから」という内

容について、アの項目についての判断を迷っていた。そこで、「若手芸人がやる気をなくしたことはど

こからわかったか」と問いかけ考えさせた。これにより、意見に説得力をもたせようとした根拠は「自



分だったらそう感じるだろう」という確かな事実に基づいたものではないことに気付き、不適切という

判断をすることができた。 
 
（３）授業後の評価 
【評価の方法】 学習プリントの記述・単元テスト 
【判断した生徒の状況例】 
 授業の終末で書いた学習プリント（資料４）の「本時の学習の振り返り」の記述及び学習プリント（資

料３）の「Ａ」「Ｃ」欄の記述の内容で評価を行った。 
 説得力のある根拠の条件となる「確かさ」「妥当性」の意味を理解し、それに基づいて正しく判断す

ることができたという内容の記述をしていること、あるいは、「Ａ」「Ｃ」欄の判断を教師による判断と

重ねることにより、ほぼ正しくできたととらえた生徒を「おおむね満足できる」状況と判断した。 
 Ｓ子は、前時に書いた根拠となる事実や事柄の判断をし始めたときには、「確かさ」についての判断

にはすぐに取り組んだが、「妥当性」についての判断をできずに戸惑っていた。個別指導により例文を

振り返りながら再度「妥当性」の説明をしたことや仲間と相談をし合ったこと、また、判断できなかっ

たものを出し合って学級全体で考えたことにより、「妥当性」についてもほぼ正しく判断をすることが

できた。「本時の学習の振り返り」には、「今まで説得力がある意見文がどのようなものかよくわからな

かったけれど、はっきりわかるようになりました。最初は、妥当性ということの意味がよくわからなか

ったけれど、先生や同じ班の子に教えてもらってわかりました。みんなにわかってもらえる意見文にな

るように、事実に基づいた根拠や主張とつながっている根拠にすることに気を付けたいです。自分の考

えた根拠は少し事実に基づいていないものがあったので、別の根拠を考えたいと思います。」と書き、

根拠に説得力をもたせる条件を明確に理解できるようになった。 
 さらに、単元終了後に「（１）条件に合った適切な主張や根拠が書かれているか」「（２）文末表現や

接続語、語句の使い方、文の成分の順序や照応などの文の書き方は適切か」の２点を評価するペーパー

テストを行った。それぞれ、優れている場合をＡ、１～２の問題がある場合をＢ、それ以上の問題があ

る場合をＣとして判断し、（１）（２）の両者がＡＡ・ＡＢ・ＢＡいずれかの場合を総合Ａ、ＢＢ・ＢＣ・

ＣＢいずれかの場合を総合Ｂ、ＣＣの場合を総合Ｃと評価した。その結果、学級全体の４７％の生徒が

総合Ａ、４４％の生徒が総合Ｂ、８％の生徒が総合Ｃであった。 



 
情
報
社
会
へ
の
提
言 

～
説
得
力
の
あ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三

 

◆ 

次
の
意
見
文
を
読
ん
で
、
感
想
、
納
得
で
き
る
か

                

最
近
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
が
急
速
に
人
々
の
間
に

で
さ
え
持
ち
歩
い
て
い
る
時
代
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

に
利
用
で
き
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。 

 

問
題
の
一
つ
に
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
イ
ン
タ
ー

り
だ
が
、
簡
単
に
そ
の
情
報
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

学
生
が
そ
う
し
た
有
害
な
情
報
に
触
れ
る
と
犯
罪
に
巻
き

あ
る
。 

 

ま
た
、
メ
ー
ル
や
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
で
素
性
の
わ
か
ら
な

に
相
手
を
信
じ
て
自
分
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
相
手
に
教
え

バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
を
起
こ
し
た
十
七
歳
の
少
年
は
、
チ

ら
ず
い
ぶ
ん
馬
鹿
に
さ
れ
、
そ
れ
が
あ
の
事
件
の
一
つ
の

さ
ら
に
、
利
用
料
金
の
多
さ
も
問
題
だ
。
私
は
以
前
に

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
は
確
か
に
便
利
な
も
の
で
あ
る

便
利
さ
を
捨
て
、
昔
に
戻
っ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
つ

例文１          

◆
単
元
の
学
習
の
計
画 

   

学
習
の
目
標 

 

情
報
社
会
の
問
題
に
つ
い
て
、
説
得
力
の
あ
る
分
か

資
料
１ 

 

⑥
意
見
文
を
い
ろ
い
ろ
な
相
手
に
伝
え
、
評
価
を
も
ら

 

⑤
書
い
た
意
見
文
を
読
み
合
い
、
評
価
を
し
た
り
問
題

 

④
適
切
な
語
句
を
用
い
て
説
得
力
の
あ
る
意
見
文
（
四

 

③
説
得
力
の
あ
る
根
拠
に
す
る
た
め
の
条
件
を
学
び
、

②
自
分
の
意
見
の
根
拠
を
考
え
る
。 

 
 
 

 
 
 
 

①
情
報
社
会
の
問
題
点
と
そ
の
実
態
や
原
因
を
考
え
て

意
見
文
を
書
こ
う
～ 

一 

年 
 

組 

氏
名 

ど
う
か
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
を
書
こ
う
。 

普
及
し
て
き
た
。
特
に
携
帯
電
話
は
中
学
生
ど
こ
ろ
か
小
学
生

急
激
な
普
及
の
た
め
、
人
々
が
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
を
上
手

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
得
ら
れ
る
膨
大
な
情
報
は
有
害
な
も
の
ば
か

い
う
こ
と
が
あ
る
。
大
人
は
も
ち
ろ
ん
、
判
断
力
の
な
い
小
中

込
ま
れ
て
し
ま
う
。
出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
は
そ
の
よ
い
例
で

い
相
手
と
や
り
と
り
を
す
る
の
も
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
。
う
か
つ

、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
か
つ
て

ャ
ッ
ト
で
自
分
の
考
え
を
書
き
込
ん
だ
際
に
、
他
の
参
加
者
か

引
き
金
に
な
っ
た
と
い
う
。 

携
帯
電
話
の
利
用
料
と
し
て
五
万
円
支
払
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
の
問
題
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
、

ま
り
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
を
使
用
禁
止
に
す
る
の
で
あ
る
。

り
や
す
い
意
見
文
を
書
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
相
手
に
伝
え
よ
う
。

う
。 

点
を
指
摘
し
合
っ
た
り
し
て
、
意
見
文
を
推
敲
す
る
。
（
８
） 

〇
〇
字
程
度
）
を
書
く
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
６
・
７
） 

根
拠
を
見
直
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
５
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
４
） 

意
見
を
も
ち
、
意
見
を
伝
え
る
相
手
と
方
法
を
考
え
る
。 

（
２
・
３
） 



◆
単
元
の
学
習
に
対
す
る
思
い
を
書
こ
う
。 

                                       



 
情
報
社
会
へ
の
提
言 

～
説
得
力
の
あ
る
意
見
文
を
書
こ
う
～ 

二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
年 

 

組 

氏
名 

    

◆
現
代
は
「
情
報
社
会
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
あ
な
た
た
ち
が
情
報
を
得
た
り
発
信
し
た
り
す
る
も
の
（
メ

デ
ィ
ア
）
に
は
、
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

    

◆
そ
の
メ
デ
ィ
ア
や
そ
れ
に
関
わ
る
（
使
い
方
な
ど
）
問
題
点
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

        

◆
あ
な
た
が
意
見
文
を
書
こ
う
と
思
う
メ
デ
ィ
ア
と
そ
れ
に
関
わ
る
問
題
点
を
決
め
よ
う
。 

     

◆
選
ん
だ
問
題
点
の
詳
し
い
実
態
、
そ
の
原
因
を
考
え
よ
う
。 

【
メ
デ
ィ
ア
】 

 
 

【
問
題
点
】 

 
 

  

本
時
の
課
題 

 

情
報
社
会
の
問
題
点
に
対
す
る
意
見
を
も
ち
、
発
表
の
相
手
や
方
法
を
決
め
よ
う
。 

           

実 
 

態 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

原 
 

因 

資
料
２ 



◆
今
日
の
学
習
を
振
り
返
ろ
う
。（
態
度
・
意
欲
、
わ
か
っ
た
こ
と
、
内
容
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
） 

◆
そ
の
意
見
を
、
誰
に
ど
の
よ
う
な
方
法
で
伝
え
る
か
。 

◆
実
態
や
原
因
を
基
に
、
あ
な
た
が
意
見
文
で
主
張
し
よ
う
と
す
る
意
見
を
書
こ
う
。 

       
 
 
 

○
選
ん
だ
メ
デ
ィ
ア
に
関
係
す
る
会
社
に 

→ 

手
紙 

 
 
 
 

○
同
じ
中
学
校
の
生
徒
に 

 
 
 
 

 
 

→ 
校
内
の
掲
示
板 

 
 
 
 

○
地
域
や
保
護
者
、
家
族
に 

 
 
 

 
 

→ 

学
校
報 

 
 
 
 

○
広
く
一
般
の
人
に 

 
 
 
 
 
 

 
 

→ 

新
聞
へ
の
投
書 

 
 

《 

例 

》 
             

【
相
手
】 

 
 

【
方
法
】 
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◆
次
の
二
つ
の
文
章
を
読
み
比
べ
て

     例文２ 

 

煙
草
を
吸
う
の
は
や
め
る
べ
き
だ

 

な
ぜ
な
ら
、
煙
草
は
有
害
な
物
質

い
続
け
る
こ
と
で
病
気
に
な
り
や
す

ン
に
か
か
る
確
率
は
吸
わ
な
い
場
合

 

◎
説
得
力
の
あ
る
意
見
文
に
す
る
た

        

◆
例
に
な
ら
っ
て
、
根
拠
と
な
る
事

 

《
例
》 

  

【根拠３】 【根拠２】 【根拠１】 

⑥ ⑤
廊
下
に
置
い
て
あ
る
物
を
壊

④
角
を
曲
が
っ
た
と
き
な
ど
、

も
あ
っ
た
。 

③
他
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
か

②
先
日
も
、
一
年
生
が
廊
下
で

我
を
し
た
と
い
う
事
故
が
あ

①
廊
下
を
走
る
と
危
険
だ
か
ら

【
意
見
】 

廊
下
を
走
る
の
は
絶
対

本
時
の
課
題 

 

説
得
力
の
あ
る
意
見
文
に
す
る
た

資
料
３ 

 

説
得
力
の
あ
る
意
見
文
を
書
こ
う
～ 

三 
 
 
 
 
 
 

三
年 

 

組 

氏
名 

、
そ
の
違
い
を
考
え
よ
う
。 

 

煙
草
を
吸
う
の
は
や
め
る
べ
き
だ
。 

 

父
は
一
日
四
十
本
も
吸
う
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー

カ
ー
で
、
煙
草
が
お
い
し
い
と
い
う
が
、
私

に
は
そ
れ
が
ど
う
し
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
。 

。 を
多
く
含
ん
で
お
り
、
吸

い
か
ら
だ
。
例
え
ば
、
ガ

の
四
倍
以
上
だ
と
い
う
。 

め
に
は
… 

実
や
事
柄
を
い
く
つ
か
書
き
出
そ
う
。 

し
て
し
ま
っ
た
り
、
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
。 

勢
い
よ
く
走
っ
て
く
る
人
に
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
り
怖
い
思
い
を
し
た
こ
と
が
何
度

ら
。 

鬼
ご
っ
こ
を
し
て
走
り
回
っ
て
い
て
、
雨
で
濡
れ
て
い
た
た
め
に
滑
っ
て
転
ん
で
怪

っ
た
。 

。 に
や
め
よ
う
。 

め
に
、
事
実
に
基
づ
い
た
根
拠
を
考
え
よ
う
。



◆
今
日
の
学
習
を
振
り
返
ろ
う
。（
態
度
・
意
欲
、
わ
か
っ
た
こ
と
、
内
容
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
） 

◆
今
日
の
学
習
を
振
り
返
ろ
う
。（
態
度
・
意
欲
、
わ
か
っ
た
こ
と
、
内
容
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
） 

                     

⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 

【
根
拠
】 

                        

Ａ 

                        

Ｃ 

【
意
見
】 



 
情
報
社
会
へ
の
提
言 

～
説
得
力
の
あ
る
意
見
文
を
書
こ
う
～ 

四 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
年 

 

組 

氏
名 

    

◆
次
の
各
文
を
読
ん
で
、
そ
の
根
拠
の
内
容
に
反
論
し
よ
う
。 

        

Ａ 

根
拠
に
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

も
の
を
使
お
う
。 

          

Ｂ 

根
拠
に
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

も
の
を
使
お
う
。 

           

Ｃ 

根
拠
に
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

も
の
を
使
お
う
。 

 

ゴ
ミ
の
分
別
を
も
っ
と
徹
底
さ
せ
る
法
律
を
つ
く
る
べ
き
だ
。 

な
ぜ
な
ら
、
昨
日
の
ゴ
ミ
出
し
の
日
に
、
僕
が
見
か
け
た
一
般
ゴ
ミ
の
袋
の
中
に
は
金
属
や
ガ
ラ
ス
の
破
片
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
か
ら
だ
。 

 

学
校
週
五
日
制
に
な
っ
て
二
年
が
過
ぎ
た
が
、
こ
の
制
度
は
廃
止
す
べ
き
だ
。 

 

な
ぜ
な
ら
、
週
五
日
制
に
し
た
こ
と
で
学
力
が
低
下
し
て
い
る
か
ら
だ
。
事
実
、
こ
こ
十
年
ほ
ど
の
学
力
テ
ス
ト
の
平

均
は
少
し
ず
つ
低
下
し
て
い
る
の
だ
。 

  

例文４ 例文５ 

 

例文３ 

 

学
習
委
員
会
で
は
家
庭
学
習
時
間
の
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
ま
す
。 

な
ぜ
な
ら
、
調
べ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
最
近
の
み
ん
な
は
全
く
勉
強
を
し
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
か
ら
で

す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
ど
ん
ど
ん
成
績
も
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

本
時
の
課
題 

 

説
得
力
の
あ
る
根
拠
の
条
件
を
見
付
け
て
、
自
分
の
根
拠
を
見
直
そ
う
。

資
料
４ 

 



◆
前
時
に
書
い
た
根
拠
に
説
得
力
が
あ
る
か
ど
う
か
、
判
断
し
よ
う
。 

◎ 
Ａ
・
Ｃ 

の
２
つ
の
観
点
で
一
つ
一
つ
を
判
断
し
、
○
×
を
つ
け
よ
う
。 

 
 

①
個
人
で 

 
 

②
二
人
の
仲
間
と 

 
 

③
ど
う
し
て
も
判
断
で
き
な
い
も
の
は
学
級
の
仲
間
に
相
談
し
よ
う 

 

◆
今
日
の
学
習
を
振
り
返
ろ
う
。（
態
度
・
意
欲
、
わ
か
っ
た
こ
と
、
内
容
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
） 

                                 



 
情
報
社
会
へ
の
提
言 

～
説
得
力
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

◆
次
の
例
文
を
読
ん
で
、
そ
の
問
題
点
を
考
え
よ

              

◆
別
紙
（
六
）
の
条
件
で
、
構
成
メ
モ
を
つ
く
り

        

◆
今
日
の
学
習
を
振
り
返
ろ
う
。（
態
度
・
意
欲

      

学
校
の
授
業
や
家
庭
で
学
習
す
る
と
き
は
、
シ

の
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
は
値
段
が
安
く
、
長
持
ち

太
さ
が
一
定
だ
か
ら
書
き
や
す
い
と
思
う
と
き
も

雷
の
ご
と
く
書
け
る
か
ら
、
と
て
も
使
い
や
す
い

う
に
し
た
方
が
い
い
。 

例文６ 

本
時
の
課
題 

 

説
得
力
の
あ
る
意
見
文
を
書
こ
う
。 

  

資
料
５ 

 

あ
る
意
見
文
を
書
こ
う
～ 

五 
 

三
年 

 

組 

氏
名 

う
。 

意
見
文
を
書
こ
う
。 

、
わ
か
っ
た
こ
と
、
内
容
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
） 

ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
使
う
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
何
し
ろ
最
近

す
る
の
で
鉛
筆
よ
り
ず
っ
と
経
済
的
な
面
も
あ
る
し
、
そ
し
て
、
芯
の

あ
る
し
、
そ
し
て
、
い
ち
い
ち
削
ら
な
く
て
も
ノ
ッ
ク
一
つ
で
疾
風
迅

と
思
う
か
ら
、
み
ん
な
も
こ
れ
か
ら
は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
使
う
よ



 
 

情
報
社
会
へ
の
提
言 

～
説
得
力
の
あ
る
意
見
文
を
書
こ
う
～ 

六 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
年 

 

組 

氏
名 

◆
意
見
文
の
条
件 

 
 

○
相
手
…
…
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

） 
 

○
方
法
…
…
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 

○
目
的
…
…
情
報
社
会
の
問
題
に
つ
い
て
相
手
に
納
得
し
て
も
ら
い
、
よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
た
め 

 
 

○
字
数
…
…
四
〇
〇
字
程
度 

 
 

○
構
成
…
…
【
は
じ
め
】
→
自
分
が
考
え
る
情
報
社
会
の
問
題
点
と
意
見
を
簡
潔
に
述
べ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

【 

な
か 

】
→
意
見
の
根
拠
を
詳
し
く
説
明
す
る
。 

【
お
わ
り
】
→
意
見
を
さ
ら
に
強
調
し
て
述
べ
る
。 

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

お
わ
り 

な 

か 

は
じ
め 

資
料
６ 

 



 

①  ①  ①  ① 

 

②  ②  ②  ② 

 

③  ③  ③  ③ 

    

（ 
 
 
 
 

）
よ
り 

（ 
 
 
 
 

）
よ
り 

（ 
 
 
 
 

）
よ
り 

（ 
 
 
 
 

）
よ
り 

                   

◆
お
互
い
の
文
章
を
読
ん
で
、
評
価
し
合
お
う
。 

（
「
①
根
拠
の
適
切
さ
」
「
②
文
末
表
現
や
接
続
語
・
語
句
の
使
い
方
」「
③
文
の
成
分
の
順
序
や
照
応
」
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
で
） 



 
情
報
社
会
へ
の
提
言 

～
説
得
力
の
あ
る
意
見
文
を
書
こ
う
～ 

七 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
年 

 

組 

氏
名 

 

◆
単
元
の
学
習
を
振
り
返
ろ
う
。 

 

◎
学
習
に
対
す
る
意
欲
・
姿
勢 

            

◎
こ
の
単
元
で
身
に
付
け
た
知
識
・
技
能 

            

◎
情
報
社
会
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と 

        

資
料
７ 

  



◆
こ
の
意
見
文
を
読
ん
で
、
私
の
意
見
に
納
得
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
か
。
文
章
の
書
き
方
と
し
て
は
ど
ん
な
と
こ

ろ
が
よ
か
っ
た
で
す
か
。
ま
た
、
直
す
と
よ
い
と
こ
ろ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
。 

◆
私
の
意
見
文
を
読
ん
で
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

◆
外
部
の
人
か
ら
、
自
分
の
意
見
文
に
対
す
る
評
価
を
も
ら
お
う
。 

 
意
見
文
の
題 

                                 

 
 
 
 

 

 



題
名 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
学
校 

三
年 

 

組 
 

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

 

 
資
料
８ 

 



      
情
報
社
会
へ
の
提
言 

～
説
得
力
の
あ
る
意
見
文
を
書
こ
う
～ 

九 

  

現
代
の
情
報
社
会
に
は
様
々
な
問
題
が
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
一
つ
問
題
を
取
り
上
げ
て
、
自
分

【
内
容
の
条
件
】 

・
主
張
は
問
題
解
決
の
方
向
性
を
示
す
も
の
に
す
る
こ
と 

【
構
成
】
二
段
落
構
成 

 

１
段
落
…
自
分
の
主
張
（
意
見
）
を
書
く 

 

２
段
落
…
そ

【
字
数
】
一
六
〇
字
以
上
二
〇
〇
字
以
内 

 
 

【
文
体
】
常
体
で
も
敬
体
で
も
よ
い
が

【
相
手
】
広
く
一
般
の
人
々
に 

 
 
 
 
 

 

【
目
的
】
人
々
が
情
報
社
会
を
よ
り
よ
く
生

・
根
拠
は
具
体
的
な
事
実
や
体
験
を
使
い
、
確
か
で
妥
当
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と 

三
年
（ 

 

）
組 

氏
名
（ 

 
 

 
 

                 

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

         

          

          

          

          

          

          

          

（
１
）
条
件
に
合
っ
た
適
切
な
主
張
や
根
拠
が
書
か
れ
て
い
る
か
。 

 
 
 
 

→
十
分
満
足
で
き
る
…
Ａ 

お
お
む
ね
満
足
で
き
る
…
Ｂ 

努
力
を
要
す
る
…
Ｃ 

（
２
）
文
の
書
き
方
は
適
切
か
。 

 
 

・
文
末
表
現
や
接
続
語
、
語
句
の
使
い
方 

 

・
文
の
成
分
の
順
序
や
照
応 

 
 
 
 

→
十
分
満
足
で
き
る
…
Ａ 

お
お
む
ね
満
足
で
き
る
…
Ｂ 

努
力
を
要
す
る
…
Ｃ 

（２）   （１） 

8 10 5 

10 

15 

20 

5 

取
り
上
げ
た
問
題 

資
料
９ 
の
根
、
統

 

 の
意拠 一 き

 
 

テ
ス
ト 

見
を
書
き
な
さ
い
。 

を
書
く 

す
る
こ
と 

る
た
め
に 

 
 

 
 

 

） 


